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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】インターホンシステムの初起動時及び通話端末
の追加、変更時において、ルータを経由してＬＡＮに接
続可能な通話端末の検出・登録を実行する際の利便性及
び信頼性を向上させる。
【解決手段】通話端末（子機、親機のうち少なくとも１
）１、２とともにルータ６を経由して及びＬＡＮ７に接
続可能な制御装置４のＣＰＵ４１は、インターホンシス
テムの初起動時及び通話端末の追加、変更時において、
パソコン５の表示部５０に表示されたシステム設定用ブ
ラウザ画面に基づき操作部５１の操作により選択された
通話端末の情報であるＭＡＣアドレス、機種名、端末名
称について自動で検出し、記憶部４０に登録する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　子機（１）、親機（２）のうち少なくとも１で構成され、ＭＡＣアドレス、機種名が予
め割り当てられた通話端末（１、２）と、前記通話端末を管理・制御するための制御装置
（４）とを学校・工場等の施設に設置し、前記通話端末及び前記制御装置それぞれがルー
タ（６）を経由してＬＡＮ（７）に接続可能なインターホンシステムにおいて、
　前記制御装置は、前記ＬＡＮに接続された前記通話端末の制御のためのＭＡＣアドレス
、機種名、端末名称を登録するための記憶部（４０）と、前記インターホンシステムの初
起動時及び前記通話端末の追加、変更時に前記ＭＡＣアドレス、前記機種名、前記端末名
称を前記記憶部に登録するとともに前記ＬＡＮ内に接続されたパソコン（５）の表示部（
５０）で表示させるシステム設定用ブラウザ画面を作成するためのＣＰＵ（４１）とを有
し、
　前記制御装置の前記ＣＰＵは、前記ＬＡＮに接続された全ての当該通話端末に対してマ
ルチキャスト通信にてデータを送信する機能を備え、
　前記通話端末は、自端末が有するＭＡＣアドレス、機種名、端末名称をユニキャスト通
信にて前記制御装置の前記ＣＰＵに返信するためのＣＰＵ（１３、２３）を備え、
　前記制御装置の前記ＣＰＵは、前記通話端末の前記ＣＰＵより返信された前記ＭＡＣア
ドレス、前記機種名、前記端末名称を前記システム設定用ブラウザ画面に表示させる機能
を備え、
　前記パソコンは、前記表示部に表示された前記システム設定用ブラウザ画面に基づいて
登録すべき前記通話端末を選択するための操作部（５１）と、前記操作部による選択結果
を前記制御装置の前記ＣＰＵに送信するためのＣＰＵ（５２）を備えることを特徴とする
インターホンシステム。
【請求項２】
　前記制御装置の前記ＣＰＵに代えて前記通話端末にＣＰＵを備えることを特徴とする請
求項１記載のインターホンシステム。
【請求項３】
　前記パソコンに代えて前記親機と同様の機能を有するインターホン・アプリケーション
がインストールされたＰＣ親機（３）を備え、
　前記ＰＣ親機は、前記ルータを経由して前記ＬＡＮに接続可能であって前記制御装置に
より管理・制御されることを特徴とする請求項１記載のインターホンシステム。
【請求項４】
　前記ルータは、グローバルＩＰアドレスを有し、前記通話端末に接続するための特定ポ
ートを開放する機能を備え、
　前記パソコンは、インターネット（８）を経由して前記ルータに接続され、前記表示部
に表示された前記システム設定用ブラウザ画面に基づいて登録すべき前記通話端末を選択
するための操作部（５１）と、前記操作部による選択結果を前記制御装置の前記ＣＰＵに
送信するためのＣＰＵ（５２）を備えることを特徴とするインターホンシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、学校・工場等の施設（業務用施設）に設置されるインターホンシステムに係
り、特に、当該施設内に設けられる通話端末をＬＡＮに接続可能なインターホンシステム
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ＬＡＮに接続された通話端末を、（制御装置において）ＭＡＣアドレスによ
り管理・制御するにあたって、このＭＡＣアドレスや機種名、端末名称等の各種情報を事
前に登録するためには、これらの情報を手動で入力する必要があった（例えば、特許文献
１、２をそれぞれ参照。）。また、登録すべきＭＡＣアドレス自体が不明である場合には
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、例えば、ＤＯＳコマンドを使用してＬＡＮに接続された通話端末を選択した後、ＭＡＣ
アドレスや機種名、端末名称等の各種情報を手動で入力する必要があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２６９５４号公報
【特許文献２】特開２００３－５０７５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来例によれば、ＭＡＣアドレスや機種名、端末名称等の各種情報を手
動で入力する必要があるため、その入力データに誤りが発生した場合、通話端末が正常に
動作しなくなるおそれがあるばかりでなく、入力操作自体に手間を要し煩雑さを有する難
点があった。
【０００５】
　本発明は、これらの難点を解消するためになされたもので、インターホンシステムの初
起動時及び通話端末の追加、変更時において、ルータを経由してＬＡＮに接続可能な通話
端末の検出・登録を実行する際の利便性及び信頼性を向上させたインターホンシステムを
提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前述の目的を達成するため、本発明の第１の態様であるインターホンシステムは、子機
、親機のうち少なくとも１で構成され、ＭＡＣアドレス、機種名が予め割り当てられた通
話端末と、通話端末を管理・制御するための制御装置とを学校・工場等の施設に設置し、
通話端末及び制御装置それぞれがルータを経由してＬＡＮに接続可能なインターホンシス
テムである。制御装置は、ＬＡＮに接続された通話端末の制御のためのＭＡＣアドレス、
機種名、端末名称を登録するための記憶部と、インターホンシステムの初起動時及び通話
端末の追加、変更時にＭＡＣアドレス、機種名、端末名称を記憶部に登録するとともにＬ
ＡＮに接続されたパソコンの表示部で表示させるシステム設定用ブラウザ画面を作成する
ためのＣＰＵとを有している。制御装置のＣＰＵは、ＬＡＮに接続された全ての当該通話
端末に対してマルチキャスト通信にてデータを送信する機能を備えている。通話端末は、
自端末が有するＭＡＣアドレス、機種名、端末名称をユニキャスト通信にて制御装置のＣ
ＰＵに返信するためのＣＰＵを備えている。制御装置のＣＰＵは、通話端末のＣＰＵより
返信されたＭＡＣアドレス、機種名、端末名称をシステム設定用ブラウザ画面に表示させ
る機能を備えている。パソコンは、表示部に表示されたシステム設定用ブラウザ画面に基
づいて登録すべき通話端末を選択するための操作部と、操作部による選択結果を制御装置
のＣＰＵに送信するためのＣＰＵを備えている。
【０００７】
　また、本発明の第２の態様であるインターホンシステムは、本発明の第１の態様におい
て、制御装置のＣＰＵに代えて通話端末にＣＰＵを備えるものである。
【０００８】
　また、本発明の第３の態様であるインターホンシステムは、本発明の第１の態様におい
て、パソコンに代えて親機と同様の機能を有するインターホン・アプリケーションがイン
ストールされたＰＣ親機を備えている。ＰＣ親機は、ルータを経由してＬＡＮに接続可能
であって制御装置により管理・制御されるものである。
【０００９】
　また、本発明の第４の態様であるインターホンシステムは、本発明の第１の態様又は第
２の態様において、ルータは、グローバルＩＰアドレスを有し、通話端末に接続するため
の特定ポートを開放する機能を備えている。パソコンは、インターネットを経由してルー
タに接続され、表示部に表示されたシステム設定用ブラウザ画面に基づいて登録すべき通
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話端末を選択するための操作部と、操作部による選択結果を制御装置のＣＰＵに送信する
ためのＣＰＵを備えている。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明のインターホンシステムによれば、通話端末（子機、親機のうち少なくとも１）
とともにルータを経由してＬＡＮに接続可能な制御装置のＣＰＵは、当該インターホンシ
ステムの初起動時及び通話端末の追加、変更時において、パソコンの表示部に表示された
システム設定用ブラウザ画面に基づき操作部の操作により選択された通話端末の情報であ
るＭＡＣアドレス、機種名、端末名称について自動で検出し、記憶部に登録することがで
きるため、システム設定・変更を容易に行うことができ手動による入力操作が不要となり
、これに起因して発生するおそれがある誤入力を防止できる。
【００１１】
　また、制御装置のＣＰＵに備えられる機能を、通話端末のうち少なくとも子機又は親機
のＣＰＵに備えることもできるため、制御装置が備えられていない当該インターホンシス
テムに適用することができる。
【００１２】
　また、パソコンに備えられる機能を、ルータを経由してＬＡＮに接続可能であって制御
装置により管理・制御され、親機と同様の機能を有するインターホン・アプリケーション
がインストールされたＰＣ親機に備えることもでき、当該パソコンを不要にすることがで
きる。
【００１３】
　さらに、制御装置のＣＰＵ又当該制御装置のＣＰＵに代えて通話端末のうち少なくとも
子機又は親機のＣＰＵが適用される場合であって、ルータがグローバルＩＰアドレスを有
し、ＬＡＮを経由して通話端末に接続するための特定ポートが開放されているときには、
インターネットに接続させた例えば、同一システム（施設）内から離れた遠隔地に設置さ
れるパソコンを使用することで、パソコンの表示部に表示されたシステム設定用ブラウザ
画面に基づき操作部の操作により選択された通話端末（子機、親機のうち少なくとも１）
の情報であるＭＡＣアドレス、機種名、端末名称について自動で検出し、記憶部に登録す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施例によるインターホンシステムの全体構成を示すシステム図。
【図２】本発明の実施例によるインターホンシステムの具体的な構成を示すブロック図。
【図３】本発明の実施例によるインターホンシステムの具体的な動作を示すフローチャー
ト図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明のインターホンシステムを適用した実施の形態例について、図面を参照し
て説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の実施例によるインターホンシステムの全体構成を示すシステム図であ
り、このインターホンシステムは、学校・工場等の施設（業務用施設）に設置されている
。
【００１７】
　図１に示すインターホンシステムには、ＭＡＣアドレス、機種名が予め割り当てられて
おり通話機能を有する少なくとも１の当該通話端末であって、学校・工場等の施設におい
て例えば、学校における複数の教室内や工場における作業場に設置される子機１、前述の
学校における職員室又は管理室や工場における事務所（管理事務所）に設置される親機２
と、親機２と同様の機能を有するインターホン・アプリケーションがインストールされた
ＰＣ（パーソナルコンピュータ）親機３と、通話端末１、２及びＰＣ親機３をそれぞれ管
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理・制御するための制御装置４と、後述するシステム設定用ブラウザ画面に基づいて登録
すべき通話端末１、２を選択するためのパソコン５と、インターネット８に接続されると
ともに所定のＬＡＮケーブルＬをそれぞれ経由して通話端末１、２、ＰＣ親機３、制御装
置４及びパソコン５の相互間におけるデータ通信を行うためのＬＡＮ７に接続されたルー
タ６とが備えられている。また、ルータ６は、グローバルＩＰアドレスを有しており、Ｌ
ＡＮ７を経由して通話端末１、２に接続するための特定ポートを開放する機能を備えてい
る。
【００１８】
　なお、同一の施設内のような１システム内において、通話端末（子機、親機のうち少な
くとも１）１、２及びＰＣ親機３は最大３２台設けることができ、その組み合わせは、子
機１、親機２及びＰＣ親機３の当該端末毎に任意とされる。また、制御装置４についても
最大８台設けることができる。ここでは、子機１、親機２、ＰＣ親機３及び制御装置４は
、それぞれが１台ずつ設けられているものとする。
【００１９】
　図１に示す子機１は、親機２又はＰＣ親機３との間で行われる呼出し、呼出応答等の操
作機能を構成する操作部１０と、親機２又はＰＣ親機３との間で行われる通話の通話機能
を構成しマイク及びスピーカを有する通話部１１と、通話部１１のスピーカとともに報知
機能を構成し親機２又はＰＣ親機３からの呼び出しを表示するための表示部１２とを有し
ている。また、親機２は、子機１又はＰＣ親機３との間で行われる呼出し、呼出応答等の
操作機能を構成する操作部２０と、子機１又はＰＣ親機３との間で行われる通話の通話機
能を構成しマイク及びスピーカを有する通話部２１と、通話部２１のスピーカとともに報
知機能を構成し子機１又はＰＣ親機３からの呼び出しを表示するための表示部２２とを有
している。また、ＰＣ親機３は、例えば、ＰＤＡ等の各種の情報端末が該当し、子機１又
は親機２との間で行われる呼出し、呼出応答等の操作機能を構成する操作部３０と、子機
１又は親機２との間で行われる通話の通話機能を構成しマイク及びスピーカを有する通話
部３１と、通話部３１のスピーカとともに報知機能を構成し子機１又は親機２からの呼び
出しを表示するための表示部３２とを有している。さらに、パソコン５は、当該インター
ホンシステムの初起動時及び通話端末（子機、親機のうち少なくとも１）１、２の追加、
変更時においてシステム設定用ブラウザ画面を表示するための表示部５０と、表示部５０
に表示されたシステム設定用ブラウザ画面に基づいて登録すべき通話端末１、２を選択す
るための（選択・）操作部５１とを有している。なお、パソコン５には、通話端末（子機
、親機、ＰＣ親機）１、２、３の通話部１１、２１、３１と同様な通話（報知）機能を備
えることもできる。
【００２０】
　次に、前述のインターホンシステムに係る具体的な構成について、図２のブロック図を
参照して説明する。なお、ルータ６に係る具体的な構成の図示及びその説明は省略するも
のとする。
【００２１】
　図２に示すインターホンシステムにおいて、子機１には、前述の操作部１０、通話部１
１及び表示部１２と、当該子機の構成各部を制御するとともに自端末が有するＭＡＣアド
レス、機種名、端末名称をユニキャスト通信にて制御装置４の後述するＣＰＵ４１に送信
（返信）する機能を有するＣＰＵ（以下、子機ＣＰＵという。）１３と、子機ＣＰＵ１３
及び（ＬＡＮケーブルＬに接続された）ＬＡＮ７間のデータ伝送路を形成するためのイー
サネット（登録商標）等のインターフェース（以下、子機Ｉ／Ｆという。）１４とが備え
られている。
【００２２】
　また、親機２には、前述の操作部２０、通話部２１及び表示部２２と、当該親機の構成
各部を制御するとともに自端末が有するＭＡＣアドレス、機種名、端末名称をユニキャス
ト通信にて制御装置４のＣＰＵ４１に送信（返信）する機能を有するＣＰＵ（以下、親機
ＣＰＵという。）２３と、親機ＣＰＵ２３及び（ＬＡＮケーブルＬに接続された）ＬＡＮ
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７間のデータ伝送路を形成するためのイーサネット（登録商標）等のインターフェース（
以下、親機Ｉ／Ｆという。）２４とが備えられている。
【００２３】
　また、ＰＣ親機３には、前述の操作部３０、通話部３１及び表示部３２と、当該ＰＣ親
機の構成各部を制御するとともに自端末が有するＭＡＣアドレス、機種名、端末名称をユ
ニキャスト通信にて制御装置４のＣＰＵ４１に送信（返信）する機能を有するＣＰＵ（以
下、ＰＣ親機ＣＰＵという。）３３と、ＰＣ親機ＣＰＵ３３及び（ＬＡＮケーブルＬに接
続された）ＬＡＮ７間のデータ伝送路を形成するためのイーサネット（登録商標）等のイ
ンターフェース（以下、ＰＣ親機Ｉ／Ｆという。）３４とが備えられている。
【００２４】
　また、制御装置４には、記憶部４０、ＣＰＵ（以下、制御ＣＰＵという。）４１及びイ
ーサネット（登録商標）等のインターフェース（以下、制御Ｉ／Ｆという。）４２が備え
られている。
【００２５】
　この制御装置４において、記憶部４０は、制御ＣＰＵ４１により（登録／書き込み、読
み出し）制御され、ＬＡＮ７に接続された通話端末（子機、親機のうち少なくとも１）１
、２及びＰＣ親機３の制御のためのＭＡＣアドレス、機種名、端末名称を登録するための
ものである。また、制御ＣＰＵ４１は、制御装置４の構成各部を制御するとともに当該イ
ンターホンシステムの初起動時及び通話端末（子機、親機のうち少なくとも１）１、２の
追加、変更時にＭＡＣアドレス、機種名、端末名称を記憶部４０に登録するとともにＬＡ
Ｎ７に接続されたパソコン５の表示部５０で表示させるシステム設定用ブラウザ画面を作
成する機能と、ＬＡＮ７に接続された全ての通話端末１、２に対してマルチキャスト通信
にてデータを送信する機能と、通話端末１、２のＣＰＵ（子機ＣＰＵ、親機ＣＰＵ）１３
、２３より送信（返信）されるＭＡＣアドレス、機種名、端末名称をシステム設定用ブラ
ウザ画面に表示させる機能とを有している。さらに、制御Ｉ／Ｆ４２は、制御ＣＰＵ４１
及び（ＬＡＮケーブルＬに接続された）ＬＡＮ７間のデータ伝送路を形成するためのもの
である。
【００２６】
　さらに、パソコン５には、前述の表示部５０、操作部５１と、当該パソコンの構成各部
を制御するとともに操作部５１による選択結果を制御装置４の制御ＣＰＵ４１に送信する
機能を有するＣＰＵ（以下、パソコンＣＰＵという。）５２と、パソコンＣＰＵ５２及び
（ＬＡＮケーブルＬに接続された）ＬＡＮ７間のデータ伝送路を形成するためのイーサネ
ット（登録商標）等のインターフェース（以下、パソコンＩ／Ｆという。）５３とが備え
られている。
【００２７】
　このように構成された本発明の実施例によるインターホンシステムにおいて、以下、具
体的な動作を、図１、図２及び図３のフローチャート図をそれぞれ参照して説明する。
【００２８】
　図１、図２に示すインターホンシステムの初起動時及び通話端末（子機、親機のうち少
なくとも１）１、２の追加、変更時、ここでは、同図に示す構成の初起動時において、制
御装置４の制御ＣＰＵ４１は、ＬＡＮケーブルＬを経由してＬＡＮ７に接続された全ての
通話端末１、２及びＰＣ親機３に対してマルチキャスト通信を行うにあたり、宛先を特定
しないアドレスであるマルチキャスト・アドレスを含むマルチキャスト制御データを生成
する（ステップＳＴ１、ＳＴ２）。このマルチキャスト制御データは、制御ＣＰＵ４１か
ら制御Ｉ／Ｆ４２、ＬＡＮケーブルＬを経由してルータ６に接続されるＬＡＮ７を介し、
通話端末１、２及びＰＣ親機３にそれぞれ伝送される。
【００２９】
　通話端末１、２及びＰＣ親機３は、ＬＡＮ７を経由して制御装置４の制御ＣＰＵ４１か
ら送信されてきたマルチキャスト制御データを、それぞれのＩ／Ｆ（子機Ｉ／Ｆ、親機Ｉ
／Ｆ、ＰＣ親機Ｉ／Ｆ）１４、２４、３４にて受信する。また、それぞれのＣＰＵ（子機
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ＣＰＵ、親機ＣＰＵ、ＰＣ親機ＣＰＵ）１３、２３、３３のうち、子機１、親機２の子機
ＣＰＵ１３、親機ＣＰＵ２３は、子機Ｉ／Ｆ１４、親機Ｉ／Ｆ２４にて受信したマルチキ
ャスト制御データを検出すると、制御装置４が有するＩＰアドレスを含み自端末が有する
ＭＡＣアドレス、機種名、機器名称からなる端末情報データを生成し（ステップＳＴ３）
、それぞれのＩ／Ｆ（子機Ｉ／Ｆ、親機Ｉ／Ｆ）１４、２４からＬＡＮケーブルＬを経由
してルータ６に接続されるＬＡＮ７を介し、（前述のＩＰアドレスが一致する）制御装置
４にユニキャスト通信で送信（返信）する（ステップＳＴ４）。一方、ＰＣ親機３のＰＣ
親機ＣＰＵ３３については、ＰＣ親機Ｉ／Ｆ３４にて受信したマルチキャスト制御データ
を検出した場合であっても、子機１、親機２の子機ＣＰＵ１３、親機ＣＰＵ２３のような
制御装置４への端末情報データの生成・送信（返信）を行うことはない。
【００３０】
　なお、前述のＭＡＣアドレスのビット構成として、ここでは、（先頭である）１バイト
目の「００」から２バイト目の「２６」を介して３バイト目、すなわち２４ビット目の「
６７」までのビット構成により「製造元」が特定され、４バイト目の「０Ａ」、「０Ｂ」
、「０Ｃ」はそれぞれ、「制御装置」、「子機」、「親機」を特定するための「機種名」
であり、さらに、５、６バイト目のビット構成は、同一システム（施設）内に設置される
通話端末（子機、親機）１、２及び制御装置４それぞれに割り当てられる「端末番号」で
あり、各バイトは、「１６進法」で表される。また、子機１を除く他の通話端末である親
機２及び制御装置４のＭＡＣアドレスとしては、例えば、「機種名」が「０Ｃ」で表され
る親機２のＭＡＣアドレス「００：２６：６７：０Ｃ：００：３０」、「機種名」が「０
Ａ」で表される制御装置４のＭＡＣアドレス「００：２６：６７：０Ａ：００：１０」、
がそれぞれ割り当てられている。
【００３１】
　制御装置４は、ＬＡＮ７を経由して（全ての）通話端末１、２のＣＰＵ（子機ＣＰＵ、
親機ＣＰＵ）１３、２３から送信（返信）されてきた端末情報データを制御Ｉ／Ｆ４２に
て受信する。また、制御ＣＰＵ４１は、制御Ｉ／Ｆ４２にて受信した端末情報データに基
づき、共通するビット情報である１バイト目の「００」から２バイト目の「２６」を介し
て３バイト目の「６７」までのビット構成により例えば、同一施設内の当該通話端末であ
ることを特定するとともに、特定バイトである４バイト目の構成の相違（「０Ｂ」、「０
Ｃ」）により「子機」、「親機」をそれぞれ特定し、同一施設内の当該通話端末に係るＭ
ＡＣアドレス、機種名、機器名称をシステム設定用ブラウザ画面に反映させて更新し、当
該画面を作成する（ステップＳＴ５）。また、制御ＣＰＵ４１は、前述の更新・作成した
システム設定用ブラウザ画面に係る画面データ及びパソコン５が有するＩＰアドレスを含
む出画制御データを生成する。この出画制御データは、制御ＣＰＵ４１から制御Ｉ／Ｆ４
２、ＬＡＮケーブルＬを経由してルータ６に接続されるＬＡＮ７を介し、（前述のＩＰア
ドレスが一致する）パソコン５にユニキャスト通信で送信される（ステップＳＴ６）。
【００３２】
　パソコン５は、ＬＡＮ７を経由して制御装置４の制御ＣＰＵ４１から送信されてきた出
画制御データを、パソコンＩ／Ｆ５３にて受信する。また、パソコンＣＰＵ５２は、パソ
コンＩ／Ｆ５３にて受信した出画制御データを検出すると、この出画制御データに係る画
面データに基づくシステム設定用ブラウザ画面を表示部５１に表示させる（ステップＳＴ
７）。
【００３３】
　この後、パソコン５のユーザーである例えば、当該インターホンシステムの施工・管理
者は、パソコンＣＰＵ５２の制御により表示部５１に表示されているシステム設定用ブラ
ウザ画面に基づき、登録すべき少なくとも１の当該通話端末、ここでは、全ての通話端末
（子機、親機）１、２について、操作部５０を使用して選択する（ステップＳＴ８）。こ
の操作を検出したパソコンＣＰＵ５２は、選択結果及び制御装置４が有するＩＰアドレス
を含む選択結果データを生成する。この選択結果データは、パソコンＣＰＵ５２からパソ
コンＩ／Ｆ５３、ＬＡＮケーブルＬを経由してルータ６に接続されるＬＡＮ７を介し、（
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前述のＩＰアドレスが一致する）制御装置４にユニキャスト通信で送信される（ステップ
ＳＴ９）。
【００３４】
　制御装置４は、ＬＡＮ７を経由してパソコン５のパソコンＣＰＵ５２から送信されてき
た選択結果データを制御Ｉ／Ｆ４２にて受信する。また、制御ＣＰＵ４１は、制御Ｉ／Ｆ
４２にて受信した選択結果データに基づき、登録すべき全ての当該通話端末である子機１
、親機２に係るそれぞれのＭＡＣアドレス、機種名、機器名称を検出し、記憶部４０に登
録する（ステップＳＴ１０、ＳＴ１１）。
【００３５】
　前述までの説明から明らかなように、通話端末（子機、親機のうち少なくとも１）１、
２とともにルータ６を経由してＬＡＮ７（及びインターネット８）に接続可能な制御装置
４の制御ＣＰＵ４１は、当該インターホンシステムの初起動時において、パソコン５の表
示部５０に表示されたシステム設定用ブラウザ画面に基づき操作部５１の操作により選択
された通話端末１、２の情報であるＭＡＣアドレス、機種名、端末名称について自動で検
出し、記憶部４０に登録することができるため、初起動時におけるシステム設定を容易に
行うことができ手動による入力操作が不要となり、これに起因して発生するおそれがある
誤入力を防止できる。なお、同様な効果については、当該インターホンシステムの初起動
時のみならず、通話端末１、２の追加、変更時においても同様とされ、システム設定用ブ
ラウザ画面に基づき選択された（追加、変更の）当該通話端末の情報であるＭＡＣアドレ
ス、機種名、端末名称について自動で検出・登録できる。
【００３６】
　また、前述までの実施例による構成によれば、当該インターホンシステムの初起動時及
び通話端末（子機、親機のうち少なくとも１）１、２の追加、変更時にＭＡＣアドレス、
機種名、端末名称を記憶部４０に登録するとともにＬＡＮ７に接続されたパソコン５の表
示部５０で表示させるシステム設定用ブラウザ画面を作成する機能と、ＬＡＮ７に接続さ
れた全ての通話端末１、２に対してマルチキャスト通信にてデータを送信する機能と、通
話端末１、２のＣＰＵ（子機ＣＰＵ、親機ＣＰＵ）１３、２３より送信（返信）されるＭ
ＡＣアドレス、機種名、端末名称をシステム設定用ブラウザ画面に表示させる機能とを、
制御装置４の制御ＣＰＵ４１に備える態様について説明したが、この構成・態様に限定さ
れるものではない。例えば、同一システム（施設）内に制御装置４が設けられていない場
合には、制御ＣＰＵ４１に備えられている前述の機能を、通話端末１、２のうち少なくと
も子機１又は親機２のＣＰＵ（子機ＣＰＵ、親機ＣＰＵ）１３、２３に備えることもでき
、これらＣＰＵ１３、２３の制御により同様な効果が得られる。
【００３７】
　また、前述までの実施例による構成によれば、ＬＡＮケーブルＬを経由してＬＡＮ７に
接続可能な端末として、通話端末（子機、親機のうち少なくとも１）１、２及び制御装置
４のみならずパソコン５を設け、このパソコン５に、システム設定用ブラウザ画面を表示
するための表示部５０と、システム設定用ブラウザ画面に基づいて登録すべき当該通話端
末を選択するための操作部５１と、操作部５１による選択結果を制御装置４の制御ＣＰＵ
４１に送信するためのパソコンＣＰＵ５２とを備える態様を適用したが、この構成・態様
に限定されるものではない。例えば、パソコン５に備えられている前述の表示・操作・制
御機能を、親機２と同様の機能を有するインターホン・アプリケーションがインストール
され、ルータ６を経由してＬＡＮ７に接続可能であって制御装置４により管理・制御され
ＰＣ親機３の表示部３２、操作部３０及びＰＣ親機ＣＰＵ３３にそれぞれ備えることもで
きるため、パソコン５が不要とされ当該システム構成の簡素化に繋がるばかりでなく、当
該インターホンシステムの初起動時及び通話端末（子機、親機のうち少なくとも１）１、
２の追加、変更時によれば、システム設定用ブラウザ画面に基づき選択された通話端末（
１、２の情報であるＭＡＣアドレス、機種名、端末名称についての検出・登録を、ＰＣ親
機３を使用して自動で行うことが可能となる。
【００３８】
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　さらに、前述までの説明から明らかなように、制御装置４の制御ＣＰＵ４１又当該制御
装置のＣＰＵに代えて通話端末１、２のうち少なくとも子機１又は親機２のＣＰＵ（子機
ＣＰＵ、親機ＣＰＵ）１３、２３が適用される場合であって、ルータ６がグローバルＩＰ
アドレスを有し、ＬＡＮ７を経由して通話端末１、２、３に接続するための特定ポートが
開放されているとき、前述のパソコン５をインターネット８を経由してルータ６に接続す
ることにより（図１、図２を参照。）、当該インターホンシステムの初起動時及び通話端
末１、２、３の追加、変更時によれば、システム設定用ブラウザ画面に基づき選択された
通話端末（子機、親機のうち少なくとも１）１、２の情報であるＭＡＣアドレス、機種名
、端末名称についての検出・登録を、例えば、同一システム（施設内）から離れた遠隔地
に設置されるパソコン５を使用して自動で行うことが可能となる。
【００３９】
　なお、前述までの説明によれば、通話端末（子機、親機のうち少なくとも１）の情報で
あるＭＡＣアドレス、機種名、端末名称を制御装置４の記憶部４０に登録するにあたって
は、自動による登録が可能であったが、ＰＣ親機３の情報であるＭＡＣアドレス、機種名
、端末名称については、パソコン５のユーザーである例えば、当該インターホンシステム
の施工・管理者が操作部５１を用いて手動操作で入力することにより、記憶部４０に登録
されることになる。
【００４０】
　最後に、本発明のインターホンシステムにおいては、特定の実施の形態をもって説明し
てきたが、この形態に限定されるものでなく、本発明の効果を奏する限り、これまで知ら
れた如何なる構成の当該システム、例えば、多種・多様な規模の施設、具体的には、その
規模に対応させて例えば、通話端末（子機、親機）１、２の台数が可変される施設に適用
・採用できるということはいうまでもないことである。
【符号の説明】
【００４１】
　１……子機（通話端末）
　　１３……子機ＣＰＵ（ＣＰＵ）
　２……親機（通話端末）
　　２３……親機ＣＰＵ（ＣＰＵ）
　３……ＰＣ親機
　　３３……ＰＣ親機ＣＰＵ（ＣＰＵ）
　４……制御装置
　　４０……記憶部
　　４１……制御ＣＰＵ（ＣＰＵ）
　５……パソコン
　　５０……表示部
　　５１……操作部
　　５２……パソコンＣＰＵ（ＣＰＵ）
　６……ルータ
　７……ＬＡＮ
　８……インターネット
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